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旅ガール窪咲子さんに聞いてみたい旅の疑問を募集中！

窪 咲子（くぼ さきこ）
1987年生まれ。編集、ライター。出版社を経て、世界一周の

旅に出発。トラベルライターとして仕事をしながら世界中

を旅する。今までに訪れた国は65カ国。地球の歩き方

WEBサイトにて世界各国で出会ったイ

ケメンのストリートスナップを掲載する

『世界イケメンハンター』を執筆。帰国

後は『マツコの知らない世界』や『アイア

ム冒険少年』などメディアにも出演。著

書に『GIRL'S TRAVEL』（ダイヤモンド社）、

『恋する世界一周』（イカロス出版）。

「一人旅なんて、孤独で寂しそうだし、自分にはきっと無理だろう」

　人一倍寂しがりやで、いつも誰かの後ろについてふわふわと

生きていた私が、まさか一人旅をするようになるなんて思っても

みませんでした。

　学生時代に友人と計画していたヨーロッパ旅行。スケジュー

ルがなかなか合わず、諦めかけていた時、「いっそ、ひとりで行っ

ちゃえば？」と母が一言。それまで、旅行は誰かと行くものだと思

い込んでいた私にとって、目からウロコでした。果たして私にで

きるのか？一人で旅行をして楽しいのか？そんな疑問を胸に抱

きながら、ついに訪れた旅行の当日。冒険のはじまりでした。ド

キドキしながら飛行機に乗り、現地に着いたら入国審査。切符を

買い電車に乗って、ホテルにチェックイン…。「あれ？なんだ。私っ

て案外、一人でも大丈夫なんだ」。ひとつひとつミッションをクリア

していくたび、小さな自信が積み重なっていきました。

　一人で街を歩いていると、普段だったら見逃してしまうような

小さな看板やかわいいお店にも気づくことがあります。そんなと

きは、気の向くままに寄り

道。誰かと一緒の旅行も

楽しいけれど、相手への気

遣いや遠慮も必要なく、好

きな時間に起きて、好きな

場所へ行き、好きなもの

を食べる。一人旅の一番の魅力はそ

の自由さです。

　そして、予想外の出来事が次々と

起こります。レストランで食事をして

いるときに隣のテーブルに混ぜても

らうことも多々。飛行機やバスで隣の

席になった人に話しかけられ友達に

なったり、またある時はネパール人

のファミリーと仲良くなり、予定を変更し、そのままホームステイ

をしたこともありました。きっと誰かと一緒だったら、見ず知らず

の人となんて会話すらしなかっただろうと思います。絶景と言わ

れる景色や美味しい食べ物もたくさんありましたが、旅を思い出

すとき、決まって頭に浮かぶのは出会った人の顔でした。

　もちろん、さみしくなることもあります。しかし、今はインター

ネットでいつでも、世界中どこにいても家族や友人に連絡を取

ることができる便利な時代。サハラ砂漠の街やガラパゴス諸島

にだってWi-Fiが飛んでいるんですよ。

　一人旅から帰ってくると、なんとも言えない達成感を感じ、そし

て数日後には、次はどこへ行こうかと考えている自分がいるので

す。一人旅を一度経験すると、その魅力から抜け出せなくなって

しまうので、要注意(笑)。興味のある方は、まずは近場からはじめ

てみてはいかがですか？

　先日、3連休を使ってベトナムのダナンを訪れました。成田空港から直行便で5時間弱、時差もたった2

時間と週末旅行にもぴったりの場所。海沿いのレストランでは新鮮なシーフードをお腹いっぱい食べて

も2,000円ほど、街中のスパで1時間のマッサージを受けても1,000円ほどと、物価の安いベトナムでは少

しのお金で贅沢が可能です。また、おしゃれなスポットが多く、美しいビーチを眺めながら日常を忘れて

のんびりと羽をのばすことができます。

　世界遺産の街・ホイアンまでも車でたった30分。心癒されるノスタルジックな街並が広がり、ベトナム

雑貨やオシャレなカフェに心躍ること間違いなし！

N e w s  o f  t h e  t r i p

詳しくは日本ユースホステル協会 hm@jyh.or.jp まで♪
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旅ニュース最近の

教えて！ 一人で旅するって孤独で寂しくないですか？一人旅の魅力を教えてください。

旅のフリーマガジンを発行している、慶應義塾大学公認学生団体S .A . L .。

幅広いフィールドで活動する学生たちが、旅への思いを綴る連載エッセイです。
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うして僕は旅に出るんだろう。朝5時、バラナシのガート（注1）に腰

を下ろし、そんなことを考えていた。道を歩く聖なる牛も、オレ

ンジの衣装に身を包んだサドゥー（注2）も、目の前を流れるガンガー（注3）

も、河で沐浴をするヒンドゥー教徒も、僕が暮らす東京には存在しない。

それでも僕は、どこかこの街に親近感を覚えていた。周りの騒がしい音

や強烈な匂いに埋もれてしまわないように、僕は繊細にその理由を探

していた。

インドを巡る一か月の旅は残り僅かで、ここバラナシが最終目的地

だった。バラナシの街はヒンドゥーの威厳に満ちた聖地であると同時

に、多くの人間にとっては観光の対象でもある。ガンガーをボートで下

りながら、ガートで祈るインド人を見物する外国人観光客も多い。彼ら

は大抵大きくて高そうなカメラを大事そうに構え、ガンガーの水を浴び

る人々をまるで別世界の住人を覗き見るように眺めていた。僕はカメ

ラをホテルに置いてきて正解だったと思った。僕が旅をする理由はこ

れじゃない。

インドを旅するのは二度目だったから、ヒンドゥーを信じる者たちにとっ

てこの河が持つ意味とその存在の大きさを、漠然とだけれど、僕は確か

に感じていた。インドのどの土地へ行っても、この河の名前を口にする

とき誰もが遠くを仰ぎ見るような眼差しをしていた。ある人は囁くよう

に、「でも、そこまで行くにはあまりに遠すぎる」と僕に言ったのだった。

僕は立ち上がり、ガートを一段ずつ降りていった。ついにガンガーに手

で触れられる距離まで来たとき、心がふっと軽くなったような気がした。

ああ、僕が旅に出る理由はこれだ..。自分の手で、いや全身で、この水の

温度に触れたかった。レンズ越しじゃない色をこの目で見たかった。旅

で出会ったたくさんの人たちの思いをバックパックと共に背負って、こ

の先も歩いていきたかった。

服を脱ぎ、河に入る。目を瞑り、ゆっくりと頭まで水に浸かる。ガンガー

の水は思っていたよりも温かい。その温かさは、いつかの放課後に友達

と泳いだ小学校のプールの生ぬるさに似ていた。顔を上げると、いつも

淀んだバラナシの空に淡い青空が広がり、どこか懐かしい形をしたい

わし雲が大空を泳いでいた。こんなにも近くにあった美しさを、僕は見

逃していたんだ。

ほんの少し、世界との距離が近づいたような気がした。

 

ど

「ガンガーの水、バラナシの空」  
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（注1）ガンジス河に面した階段状の沐浴場 
（注2）ヒンドゥー教の聖者
（注3）ガンジス河のヒンディー読み


